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一 般 質 問 の 通 告 に つ い て 
令和８年第３回武豊町議会定例会において、次のように質問したいから通告します。 

質 問 事 項 質問の要旨(具体的にご記入願います) 

１. 区が担う地

域機能の維持に

ついて 

【趣旨説明】 

区は、防犯灯や地区公民館、ごみ集積所の管理、自主防災会の運営、広

報の配布、そして地域の要望を町に届ける経路として、住民生活の最前線

を担っています。とりわけ災害時の共助は、区の機能の中核です。本年７

月 28 日に発生した令和８年熊本地震では最大震度７を観測し、八代市を

はじめ八代平野を中心に多数の建物が倒壊しました。内閣府の防災白書

によれば、阪神・淡路大震災で倒壊した建物から救出されて生き延びた人

の約８割は、家族や近所の住民等によって救出されています。区への未加

入が増えることは、区が安否を把握できる範囲がそれだけ狭まることを

意味します。 

区への加入率は、年々低下しており、この間、町は委託料の増額や新た

な報償金の創設など支援を厚くしてきましたが、低下は止まっていませ

ん。守るべきは加入率という数字そのものではなく、区が現に果たしてい

る機能ではないかと考えます。あわせて、区がどのような役割を担い、加

入した場合に何をどれだけ負担するのかが住民に十分伝わっていないこ

とも、加入をためらわせる一因になっていると考えます。そもそも、住民

が区に加入しない理由を町が把握していなければ、対策の当否を判断す

ることもできません。 

本町の実績として、町公式ＬＩＮＥの登録者は 10,000 人を超え、消防

団では機能別分団を設けて役割を限定する形で担い手不足に対応してき

ました。また他自治体では、自治会・町内会の運営を支援するシステムを

行政主導で導入し、役員の事務負担軽減と活動の見える化を進める例が

出ています。 

 そこで、以下の点についてお伺いいたします。 

【質問事項】 

①  区が担っている機能のうち、加入率が低下しても町として維持すべき

と考えるものは 

②  区に加入しない理由の把握状況は 

③  広報紙等の配布に係る区の事務負担と、未加入世帯への情報到達状況

の把握は 

④  自治会・町内会運営支援システム等を、町主導で一部の区から試行導

入する考えは 

 

 


